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Chapter 1  Catastrophe and Social Disintegration

①ハリファックスはカナダの大西洋沿岸にあるカナダ自治領の終着港である。その港はノバスコシア州南東の海岸線でチェブクト湾の深い入り江の先端に位置していた。その港は壮大な湾を擁していて、実際は世界の3本の指に入るほどであった。そこでは何千隻もの船が安全に錨をおろして停泊することが出来た。この港の領土は広い要塞と駐屯地化した北ヨーロッパを監視するには絶好な状況をともに有していた。この港でのトン数は１００万tを超えて、すぐにイギリス国の３番目の積み下ろし港になった。輸送船や巨大貨物船は擁護線と共にやって来る。巡洋船や軍人がそこへ入ってゆき、乾ドックを利用したり石炭を積んだりした。ここではまた必需品や空薬莢、他にも爆発物を満載した戦場へ向かう軍用船が出港していた。それらの不吉な年の間、いったいどのくらいの命に関わるほどの危険な荷物が停泊地に横にされているかということ、運び込まれ、運ばれてゆくといったことは、一般には知られていないことであった。あまりに爆薬が多すぎ、とても安全とはいえないのは確かであった。しかし、だれもそんなことは問題にしなかった。人々全員はその時の権勢がある仕事に没頭させられていた。日々の満足は毎日の害悪であった。毎夜、海峡のゲートが開き、眩しいサーチライトが絶え間なく海と空を照らす。要塞には人があふれ、砲手は位置について準備をしている。人々はこれらのことを知っていた。そして誰一人として、危機というものが遠く離れた恋人を救ってくれるとは夢にも思っていなかった。彼女自身の町が恐れることの無い、無感動であることを保証してほしい。（田村）

①ハリファクスは大西洋沿岸のカナダ自治領の終着港である。それはノバスコシアの南東部の海岸線にあるケブクト湾の深い入り江の先端に位置している。それは天然のとびきり上等な港で実際、世界で三本指に入るすばらしさであろう。そこには千もの大型船が碇で安全に停泊していた。この港の財産は十分な防衛で、北ヨーロッパの国々は恵まれた立地条件を評価して１９１４年のはじめに軍事基地としてここの駐屯地を設立した。それにより積載トン数ははねあがり、そしてまもなくイギリス軍三番目の港となった。輸送船が巨大な貨物船の護送に参加するためにここにやってくる。巡洋艦と戦闘員は大きな乾ドックに船を入れるために、また石炭をつみこむためにここに立ち寄るのである。またここで軍需船の許可が与えられてからっぽの船体に遠い地の戦争で爆発する運命にある爆発物をどっさり積み込む。公然と知られていない宿命的な年、致命的な積荷が停泊地とそれらの間をきてそしてまた行く。確かに安全という認識が生じるのには船が多すぎた。しかし誰も次の考えまでは及ばなかった。すべては最後の大きな困難に意図されていた（　　　　　　　）毎晩大きな軍門は水路をゆらゆら動いていた。力強いサーチライトが海と空を絶え間なく動いている。要塞は十分に要因が十分に配置されている。砲兵隊員は潤部が出来ている。人々はこれらのことをしっていた。そして誰も危険を夢見ていなかった（　　　　　　　）安定した町の防衛はひるむことはなかった、そしてみな安全に無関心であった。（斉藤）

①ハリファックスはカナダ自治領の大西洋岸にある終着港である。それはノヴァスコティアの南東の海岸線にある深い入り江のケブクト湾の先端に位置している。それはもともと壮大な港を持っており、事実世界ですばらしい港の一つであった。そこには一千もの船が錨で止めて停泊することができた。この港の所有、共に広い要塞、北ヨーロッパが建設した1914年初期ドミニオンの自然のままの戦争基地としての要塞の街と見られる幸運な状況。それは百万を越えた積載トン数で、そこはすぐに完全なイギリス帝国の３つ目ん９お港となった。ここへ輸送船が来て、巨大な貨物船が護衛に参加した。巡洋艦や戦争の人はそれを偉大な乾ドックに入れたり、石炭を乗せたりするのに使用する為立ち寄った。ここも、(いくらか荷を積んであったり、爆発物が空だったり、その他の危険性の高いものを遠い戦地行きの)船に軍需品を供給したり、補充する出入港の許可を与えられた。これらの重大な数年間、いくらの命取りになる船荷が停泊所にいたり、行き来していたか公に知らされていない。きっとそこにはとても多くの数があり、安全の感覚を生み出すことができなかったのだろう。（木村）

①ハリファックスはカナダ自治領の大西洋側海岸線にある港です。ノヴァスコシアの南東側海岸線にある、ケブクト湾という、深い入り江の、入り口に位置しています。この港は自然の良港で、実に世界の三大良港の一つです。この中では、千もの船が安全に停泊していたといわれています。この港の管理者は、十二分な防備と北部ヨーロッパに対し幸運な環境で、１９１４年はじめ、自治領内の自然の要塞として、ガイリソン市を設立した。ここの船舶総トン数は数百万まで跳ね上がり、すぐに大英帝国全体の第三の港となった。輸送船はここに来て、大きな貨物船は護衛艦隊に加わるために来た。巡洋艦や戦争人員はここに立ち寄って、ここの大きなドッグを使ったり、石炭を積んだりしていた。ここではまた、供給船や軍需船が出ていった。そのなかには、空薬莢や、高性能爆薬を積んで、遠く離れた戦場へ向かうものもあった。あの運命の年に停泊地にどれだけの危険物があり、出入りしていたのか、公式にはわかっていない。確かに、安全意識を植えつけるには多すぎたが、誰も考え直そうとはしなかった。みんな時間に追われて、重要な仕事に没頭していた。Sufficient unto each day was each day’s evil.毎晩大きな軍用門が水路を閉ざしていた。強力なサーチライトが絶えず海と空を照らしていた。とりでには警備員が溢れていた。砲兵隊も準備していた。みんなこのことを知っていて、遠くから誰かに会いに危険を冒そうなどとはこういった防備による安全な都市は危険なことは無く、殆ど無関心だった。（坂上）

①ハリファクスは大西洋沿岸沿いにあるカナダ自治領の終着港である。ハリファクスはノバスコティアの海岸線の深い入り江であるケブクトの先端に位置している。それは自然がもたらした壮大な港で、実際世界で三本の指に入る美しさである。この港には千もの船が錨によって安全な運転をすることが可能だった。この十二分な防衛とヨーロッパ北方への考慮もされた絶好の環境を持つ港の領地は1914年はじめにガリソン市のドミニオンの天然の軍事用基地として設立した。この港の船舶総トン数は何百万にも急上昇し、すぐにイギリス帝国の中で三番目の港となった。ここで輸送が始まり護衛を行うための巨大な貨物船が来るようになった。巡洋艦と軍人たちは大きな乾ドックを使用し、石炭をその中に入れた。そしてさらに、補給品や殻の砲弾やその他の戦場で使用するための爆発する可能性がとても高い爆発物を積んだ軍需品に使うボートを片付けた。どれだけの命にかかわる船荷が停泊地に横たわり、これらの重要な機関に行き来していたかは公には知られていない。（玉岡）
②第一次大戦の最後の二年の半ば、正確に言うなら1917年12月、フランスの軍需供給船（モンブラン）はもっとも強力な爆発物として知られるトリニトロトロールを大量に積んで、ニューヨークからハリファックスに着いた。12月6日の早朝、モンブランは蒸気を噴かせ、タープル・ヘッドという丸い丘に半分隠れた、ため池の中の停泊地に向かって港の中を進んでいった。そのとき突如、空のベルギーの増便船（イモ）が狭い中モンブランの通り道をまっすぐに通過した。警報が鳴り響いた。A few agonized maneuvers.船が衝突し、衝突の衝撃が世界を揺さぶった！（坂上）

③戦争はあの朝アメリカにやってきた。2000人が殺され、6000人が負傷し、10000人が家を失い、35万ドルの財産が破壊され、300エーカーが煙の荒涼とした土地になり、教会、学校、工場が爆破されるか燃やされた。そのようなことは世界の歴史の中で、最も大きな単一の爆発の恐ろしい大損害であった。これは人を当惑させる類の顕著な出来事の一つであった。大災害のおおよその見解や、災害の跡で次に何が起きたのかでさえもちょっとした会話から手に入れるのは難しい。（桃井）

④それはまったく突然の出来事であった。強烈な爆風、そして1000個のシャンデリアが割れたような音がした。人々は降り注ぐ瓦礫やガラスの破片にすくんだ。心が沈んでしまっているのに、息は続いていた時は恐ろしい瞬間であった。それから、女たちは声を出して泣き、男たちは黙ってただ、お互いの目を見ていた。そして、最後の審判の雷鳴を待っていた。数名の死はそれがやって来ることにおいて素早く、そして慈悲深いものであった。他にも目が見えなくなり、彼らが倒れていた所の前までふらつきながら歩いていた。また、足にガラスの破片でケガをした人は自分の体を引きずりながら明かりへ向かっている。裸になり、(火傷で)黒く焦げ、人間の形が分からない。相変わらず煤、油や水が降っている巨大な「死の雲」の影の下で、彼らは道端にうつぶせに横たわった。この光景は本当に天使を泣かせるようなものであった。（田村）

⑤港の近くにいた人々はイモに不当なところは何も無かったと証言した。港の向こう側にいた人々は破片によって怪我をしたが、その災害による犠牲者達は町中に見られた。父や母、娘や幼子、みなひとつの場所に集められた。救助にやって来た帰還兵は「私はフランスの塹壕に行っていた。私はそこに覆いかぶさって戦っていた。友や戦友達は私の傍で援護射撃をしていた。私は戦場で横たわっている戦死者達を数多く見てきたが、その災害現場の光景は……戦場の千倍は酷く、そして遥かに痛ましかった。」と語った。サンフランシスコで有名であった救助隊員、チェルシーとセーレムはその災害直後に「私はこの災害現場は今まで見てきた災害の中で最も痛ましいと衝撃を受けている。」と語った。その光景はロード・リットンのポンペイ最後の日の物語の状況と比較された。（西山）

⑥確かに、溶融した溶岩が人々のところに流れ出る地獄のような川や、荒々しい炎によって羽飾りのようにそれらを焼き尽くすようなことはなかった。しかし、そのほかすべての不快な詳細は事実である。－地球への衝突、振動、崩れた家、そして非情な火と炎―。そして火山の渦からくる灰だけでなく、すすや油や水、致死の榴散弾の破片やデッキやボイラー、ガラスや木、粉々のなった船も真実なのである。（玉岡）

⑦ニューオールバニーのように、それは「災害は死や、永久的な傷や、一時的な傷、個人的財産の損失、真の財産の損失という全体で五つのことを可能にする」損失を引き起こす。ここでは戦争、地震、火災、洪水、飢饉、嵐(人災の記録で初めて見られた組み合わせ)の恐怖を集めて一つの恐怖に結合ものがみられた。（木村）

⑧それは、爆発によって起こった、岩肌で作られた古い都市がまるで痺れるかのように震動したほどの、すさまじい地震であった。これらは、丁重に保存された被災者の痕跡から発見されて、記録されたことである。

しかし無言の記録は、降ちる屋根と、飛ぶ漆喰と、崩壊する壁が、全く同じ時に多くの不幸な犠牲者に死と埋葬をもたらした事について語らない。（丸山）

⑨海が巨大な津波となって勢いよく流れていき、水深1.8mはある洪水となった。波はかつてあった埠頭と堤防を下の通りへと運び去り、そして岸に乗り上げたボートや残骸を残して引いていったが、(多くの人命が失われた？)200人近い人が溺死した。（斉藤）

⑩それは炎、いや火事騒ぎで、空気は火炎の舌でいっぱいで電光の排ガスの中に隠れていた。突然の突風のガスの中でただ爆発したにすぎなかった。数え切れない建物がやがて炎をあげて燃えた。すぐに北方で炉がとどろいているだけになった。空の情報は濃赤色で下方は生きた火葬場だった。教会、学校、工場そして家は荒々しい大火災で燃えた。勇気のある消防士は大破をうけて釘付けになっている男たちと女達がいるのを知った。（　　　　　　）フランティクの母親は小さなこどもの鳴き声を聞いたがそれはムダであった。父親は必死になって燃え木の中を猛烈に駆けた。しかししばしば炎に閉じ込められて死んでしまう。そしてついには火事の進行が続くのが非常に怖くなってしまう。地面から地面、灰から灰、チリからチリ、そしてついに炎が和らいだときハリファクスの北の端の農家が持っている春の休閑地の丘の斜面はまるで焦げているようだった。（斉藤）

⑪しかしあるいは最も酷い二次災害（付属物）は、炎上している船体からのトルネードのようなガス爆発だった。それはいたる所で大損害をもたらした。木々は地面から引きちぎられ、柱は爪楊枝のようにポキンと折れた。電車は運行を停止したし、車は曲がりくねって一塊になっていた。歩行者は空中へ激しく投げ出され、家々は四方に崩れ落ち、蒸気船はドックの反対側までドシンと放り投げられた。次には本当の空襲のように空から鉄片が無力な街へと降り注いだ。さながら死の流星群のようにそれらの鉄片は突き刺すように千の屋根屋根に落下し、その多くは強く跳ね上がって海へと落ちていった。（椎名）
⑫またこのダイズ・イラエの悲しい出来事の末端を仕上げることもなかった。不十分なことは、二つ目の大爆発が近づいているというニュースが出されたときの一時間前の大惨事だ。海軍造船所では、粉になったの雑誌が散らばり、炎は危険なほどに近くにあった。込み入った通りのあちこちを通過するために憤怒の予言者のような使者たちが、競い合っていた。「フリー！フリー！広いところに出てきなさい。」それは泣いていた。お店は無防備に放置され、商品はあちこちに散乱していた。鍵もかけられず、金庫も閉められなかったが、ずべてのインスタンターは沈殿剤に群がる群集に参加し、大火災以前の動物のように狂った。しかしこれがすべてではなく、お年寄りや、病気の人、幼児、寝たきりの人、身体障害者、看護婦、妊婦は言うまでも泣く、状態が心配だった。（橋本）

